
39

ロブシャイ ト英華字典 の訳語 の来源 をめ ぐって

地理学用語 を中心 に

荒 川 清 秀

0は じ め に

森 岡1969は,明 治 初 期 日本 人 が 英和 辞 書 を編 纂 した り西 洋 の書 物 を翻 訳 す る際 ロ ブ シ ャ イ

トの 英 華 字 典(1866-69)を どれ ほ ど利 用 した か につ い て の 先 駆 的研 究 で あ る1)。 森 岡 に よ

れ ば,『 附 音 挿 図 英 和 字 彙 』(明6・1873)や 当時 の専 門術 語 集 にお い て,数 学,キ リス ト教,

政 治 ・法 律,天 文 ・地 理 用 語 で は 中国訳 の 影響 を大 き く受 け て い るが,医 学 ・薬 学 用 語,文

法,鉱 物,軍 隊用 語 で は ほ と ん ど な く,化 学,物 理,生 物 学 で は ご く一 部 を と りいれ た にす

ぎ ない とい う2)。 一 方,永 嶋 大 典 も 同 じこ ろ,『 附 音 挿 図 英 和 字 彙 』 に ロブ シ ャ イ ト字 典 の

影 響 が 出 て い る こ とに気 づ い てい たが,キ リス ト教 用語 をの ぞ き,の ち に残 っ た訳 語 が そ れ

ほ ど多 くは な い とい うこ とか ら,森 岡 の 結 論 は 「『英 華 字 典』 の 功 績 を少 し大 き く見 積 も り

す ぎ て い る」 と述 べ た3)。 森 岡 の研 究 か ら10年 後,「 病 院」 の 出 自 を め ぐ る論 争 を契 機 に 中

国 洋 学 書 の研 究 に と り くん だ佐 藤 亨 は,森 岡 の研 究 に一定 の評 価 をあ た えつ つ,つ ぎの よ う

に指摘 した4)。

た だ,『 英 華 字 典』 等 の 語 彙 が,い か な る素 性 の もの か,い か な る経 路 を辿 って 字 典 に

反 映 した もの か が 明 か で な けれ ば,右 の研 究 は 十全 を期 しが た い と考 え る。 私 の 見 る と

ころ で は,新 造 語 も多 い反 面,中 国 初 期 洋 学 書 に用 い られ て い る語 も多 く,そ の 点 で は

二 つ の 観 点 か らの考 察が 必 要 とな ろ う。

前 半 につ い て は ま さに そ の とお りで あ る。 ただ,ロ ブ シ ャ イ トに新 造 語 が 多 いか ど うか,

また,そ の 訳 語 が 初期 洋 学書 か らど うい う経 路 を経 て ロ ブ シ ャ イ トに流 入 して い るか は,よ

りつ っ こん だ 検 討 が必 要 で あ る。 そ もそ も,ロ ブ シ ャ イ トの 字典 は 中 国 の洋 学 史 にお い て,



40

文 明21No.1

どのような位置を占めているのか。沈国威1994は,中 国近代語彙史におけるロブシャイ トの

訳語の位置を問題にし,当 時実際に各分野で使われていたにもかかわらず,ロ ブシャイトの

英華字典に採用されなかった語として 「化学」をとりあげ,ロ ブシャイ トの習得語彙量の問

題と登録語の選定基準の範囲を問題にし,

外国人の場合は語彙の分野に偏 りがあったり,或 いは理解できても,訳 語として使用す

ることができなかったりすることがありうる,ま た,宗 派による用語の違いも考えられ

よう,

と述べた5)。ロブシャイ トがなぜ 「化学」 という語を採用 しなかったか,か れは 「化学」 と

いう語を本当に知らなかったかについてはあとでふれるが,中 国近代語彙史において,ロ ブ

シャイト字典がどのような位置を占めているかについても定まった評価があるわけではない。

本稿では,ロ ブシャイ ト字典に採録された地理学用語の来源の追究を通し,日 中近代訳語(学

術用語)の 形成 と交流の歴史における同字典の位置を考えてみたい。

1問 題の発端 ロブシ ャイ トの 「熱帯」 はど こか らきたか

森 岡 の主 張 は,ロ ブ シ ャ イ トの 字 典 が 近代 日本 の訳 語 に い か に影 響 をあ た え たか とい う こ

とで あ っ たが,筆 者 は荒 川1987に お い て,従 来 日本製 漢 語 と され て い た 「熱 帯 」 が 中 国 製 漢

語 で あ る こ との 根 拠 と して この 字典 を利 用 した。 こ れ は 当然 なが ら,ロ ブ シ ャ イ トが 日本 語

か らの影 響 を ま った く受 け な か っ た とい う前 提 に立 っ て い る。 そ の 当 否 はあ とで 検 討 す る こ

とにす るが,と もか くロブ シ ャイ トの字 典 に は 「熱 帯 」 が 以 下 の よ う に出 て い た の で あ る 。

thetropics熱 帯thetorridzone熱 帯

つ ぎの課 題 は佐 藤 亨 も言 う よ う に,「 熱 帯 」 を含 む ロ ブ シ ャ イ トの訳 語 が ど こ か ら きて い

るか とい う こ とで あ っ た。

従 来 日本 の 国語 学 で は,19世 紀 初 頭 以 降 に来 華 した プ ロテ ス タ ン ト宣教 師 た ち の 著作(後

期 洋 学 書)に つ い て は,和 刻 本 の普 及 とい う こ ともあ って 注 目す る研 究 者 もい た が,16世 紀

末 以 降 に来華 した イエ ズス 会 宣 教 師 た ちの 著 作(初 期 洋 学 書)に つ い て は,も と も と舶 来 さ

れ た 数 に 限 りが あ り,し か もそ の 大 半 が 禁 書 と な り,一 部 は 写 本 と して流 布 した もの の,一

部 の研 究 者 をの ぞ けば ほ と ん ど等 閑視 さ れ た状 態 で あ っ た6)。 そ れ が 注 目 され は じめ たの は,

80年 代 に 国 語 学 界 で 「病 院」 の 出 自 を め ぐ る論 争 が あ っ て か らの こ とで あ る。 す な わ ち,

「病 院 」は も と も と蘭 学 者 の 造 語 で あ る と考 え られ て い た の が
,初 期 洋 学 書 の 一 つ で あ る 『職

方 外 紀』(1623)に あ る こ とが つ き とめ られ7),筆 者 が さが しも とめ て い た 「熱 帯 」 もそ こ

に あ る こ とが 佐 藤1980に よ って 先 に指摘 され て い た の で あ る。 しか し,筆 者 は さ ら に遡 れ る

と考 え,そ の 萌 芽 が マ テ オ ・リ ッチ の 『坤 輿 万 国 全 図 』(1602)に あ る こ とを つ き とめ た 。

す な わ ち,
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其 地 甚 熱,帯 近 日輪 故 也,→ 熱 帯

此 二 処 地 居 甚 冷,帯 遠 日輪 故 也 → 冷 帯(冷=寒)

此 二 地 皆 謂 之 正 帯 正 帯(=温 帯)

の よ う な過 程 を経 て 「熱 帯 」 や 「冷 帯 」 が で きた と考 えた の で あ る8)。

荒 川1987で は 以 上 か ら,ロ ブ シ ャ イ トの 「熱 帯 」 は リ ッチ か ら きて い る とい う こ とで 問 題

を解 決 した よ うな 気 に な っ て し ま った 。 しか し,の ち に19世 紀 の ロバ ー ト ・モ リソ ン来 華 以

後 の 中 国 「洋 学 書 」 を調 査 した と ころ,つ ぎの よ う に,あ る時 期 まで 「熱 帯 」 を含 む五 帯 の

名 称 は ゆ れ て い る こ とが わ か っ た9)。

ウ イ リア ム ス

マ ー ケ ス

ミュ ア ヘ ツ ド

ホ ブ ソ ン

ウ ェ イ

レ ッ グ

ワ イ リ ー

ワ イ リ ー

ブ リ ッ ジ マ ン

『英 華 韻 府 歴 階 』(1844)

『地 理 備 考 』(1847)

『地 理 全 志 』(1854)

『博 物 新 編 』(1855)

『地 球 説 略 』(1856)

『智 環 啓 蒙 』(1856)

『六 合 叢 談 』(1857)

『談 天 』(1859)

『大 美 聯 邦 志 略 』(1861)

ロ ブ シ ャ イ ト英 華 字 典(1866-69)

熱道 温道 寒道

熱道 温道 寒道

熱道 温道 寒道

熱道 温道 冷道

熱道 温道 寒道

熱帯 温帯

熱帯 温帯

熱帯 温帯

熱帯 温帯

熱帯 温帯

寒帯

寒帯(「地理」 ミュアヘッド)

寒帯

寒帯

寒帯

ロ ブ シ ャ イ トの 「熱 帯 」使 用 は,レ ッグ以 降 の 訳 語 の 交 替 を承 け た もの で あ る。 レ ッグ以

後 なぜ 訳 語 が 交 替 した か に つ い て の 詮 索 は 今 お くと して]0),注 目す べ きは,同 じ ミュ アヘ ッ

ドの 著 に な る 『地 理 全 志』 と 『六 合 叢 談』 に連 載 した 「地 理 」 の 間 で 訳 語 が 大 き く交 替 して

い る こ とで あ る11)。す な わ ち,

『地 理 全 志 』(1853-54)『 六 合 叢 談 』 「地 理 」(1857)

熱 道 温 道 寒 道 → 熱 帯 温 帯 寒 帯

北 帯 南 帯 → 昼 長 圏 昼 短 圏

北 寒 線 南 寒 線 → 北 極 圏 南 極 圏

後 者 は リ ッチ,ア レニ ら初 期 洋 学 書 の 用 語 を復 活 させ た もの とい え る。

用 語 に交 替 が 起 こ った の は ミュ アヘ ッ ドにお い て だ けで は なか っ た。 先 に ロ ブ シ ャ イ トに

つ い てみ た,「thetropics熱 帯thetorridzone熱 帯 」 とい う の は,実 は最 後 に刊 行 され た

partIV(1869)に あ る もの で,の ち に 全 書 を通 覧 した と こ ろ,partI(1866)のclimateの

項 や 他 の 箇 所 には つ ぎの よ う に 「熱 道 」 系 の 用 語 が 出 て い た。

partI(1866)climate...;azone道 帯
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thehotzoneorclimate嚢 匙道 熱 地

thetemperatezoneorclimate温 道 温 涼 水 土

the.coldzoneorclimate寒 道 寒 地 冷 地

partI(1866)thefrigidzone氷 道

partII(1867)extra-tropica1熱 道 之 外

ロ ブ シ ャ イ ト字 典 の 中 に お い て も訳 語 は交 替 して い た の で あ る12)。

・ レ ッグや ミュ アヘ ッ ドが 「熱 道 」 系 か ら 「熱 帯 」 系 に訳 語 を交 替 させ た の は1856年 以 後 の

こ とで あ り,ロ ブ シ ャ イ トが そ れ を 自己 の辞 書 に反 映 させ る まで に10年 を要 して い るが,ロ

ブ シ ャ イ トが こ う した 当時 の 中 国洋 学 界 に お け る訳 語 の状 況,変 化 に 関心 をは らっ て い た こ

とが み て とれ る。 以 下,ロ ブ シ ャ イ ト字 典 の地 理 学 用 語 の 来源 を さ ぐる た め に,ロ ブ シ ャ イ

トに先 行 す る辞 書,さ らに後 期 洋学 書 との 関係 をみ て み た い 。

2ロ ブ シ ャ イ ト 字 典 の 訳 語 と 先 行 辞 書 ・洋 学 書 と の 関 係

2・1先 行 辞 書 との 関 係

辞 書 の編 者 に と って,真 っ先 に利 用 す る資 料 は,な ん とい って も先 行 す る辞 書 で あ ろ う。

ロ ブ シ ャ イ トは 字 典 の 序 文 の 終 わ りの と こ ろ に,中 国 語 を記 述 す る上 で 参 考 に した辞 書,文

法 書 を23種 あ げ て い る。 そ の う ち,英 語 とmandarin(官 話)と の対 応 辞 書 と して は,モ リ

ソ ン 『中国 語 辞 典』(1815-23)「 英 華 」 の部(1822),ウ イ リ ア ムス 『英 華 韻 府 歴 階』(1844),

メ ドハ ー ス ト 『英 華 辞 典』(1847-48)が あ が って い る。 以 下 の 表 は,主 な地 理 学 用 語 につ い

て,上 記 各 辞 書 の 用 語 を対 照 させ た もの で あ る。左 端 の 語 は 日本 語,下 線 を引 い た もの は モ

リソ ン以 前 の 中国 洋 学 書 にす で に現 れ て い る もの を示 す13)。 なお,こ こで は天 文 学 用 語 も一

部 入 っ て い る。

モ リソ ン ウ イ リア ム ス メ ドハ ー ス ト ロ ブ シ ャ イ ト

天球

恒星

惑星

衛星

軌道

地球

半球

赤道

0

経星 ○

O

O

O

経星 ○

O

O

O

経星 ○

行星

従球 小星

従星 月

0

0

0

地球中帯

0

定星 ○ 経星

行星

陪星 陪球

従星

0

0

0

0

地球中線



塵

南極圏

北極

北極圏

・ 北回帰線

南回帰線

地平線

子午線

経線

緯線

緯度

経度

大陸

量

灘 塞

湾

岬

半島

地峡

太平洋

氷山

氷河

大洋

航海

気候
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モ リ ソ ン ウ イ リア ムス メ ドハ ー ス ト ロブ シ ャイ ト

中帯

0

0

北帯

北道 北陸

南帯

南道

○ 地平圏

子線

子午圏

0

0

0

海島 洲

澗 津口

○ 海隅

洋 ○

洋海

漂洋

地気

土気

0

北帯

子線

0

0

大州

海島 洲

峡口 津口

海湾

海角

洋海

漂洋

地気

中線 中帯

0

0

北帯

北道 夏至道

南帯

南道 冬至道

0

子線

子午圏

経 偏度

0

大原 広地 洲

海島 洲

窄海 狭海

○ 海隅

岬 岬頭

山頭 地首

連地之島

腰

平洋

0

0

洋海

○ 浮海

0

地気

水土 風土

昼夜平分線 中線 中帯

0

極図線 南北寒道

0

極露 南北寒道

熱帯北限

夏至道

熱帯南限

冬至道

0

正午線 午線

子午圏

0

0

0

0

洲

海島 洲

○ 海狭

○ 後海 海股 海隅

岬

山頭 山噛

○ 連洲之地[島]

腰 土腰

平洋 大平洋

0

氷田 山上氷田

洋 ○

洋海

0

0

地気

水土 風土
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モ リ ソ ン ウ イ リア ム ス メ ドハ ー ス ト ロ ブ シ ャ イ ト

天気

貿易風

平地

平原

谷

山脈

地震

温泉

火山

溶岩

地図

O

0

山谷 ○

0

0

0

0

山谷

0

O

温石

0

00

熱帯常風

00

00

山谷 ○ 山谷

山嶺

○ 地動 地 吸 ○ 地動 地笈

00

焚皇 榮皇 ○

温石

OO

このうち,ロ ブシャイトの用語で,

(1)モ リソンにすでに出ているもの

恒星 経星 地球 半球 赤道 中帯 南極 北極 地平線 子午圏

経線 緯線 緯度 海島 洲 湾 海隅 大洋 洋 洋海

地気 天気 平地 山谷 谷 地震 温泉

(2)ウ イリアムス以後現れるもの

火山 温泉 地図

(3)メ ドハース ト以後現れるもの

行星 中線 夏至道 冬至道 洲 岬 山頭 腰 平洋 氷山 航海

気候 水土 風土 地動 地及 螢壷

と,モ リソンから来ているものが多いが,そ の大部分が初期洋学書に出典をもつ ものである

ことを考えると,メ ドハース トの影響の方をむしろ重視すべきであろう14)。

2・2先 行 洋 学 書 と の 関 係

さて 以 下 にあ げ る表 は,ロ ブ シ ャイ ト以 前 の辞 書 に は採 録 され なか った もの の,洋 学 書 に

は出 て くる もの で あ る。 以 下,表 で は略 称 を示 し,● は辞 書 を示 す 。 なお,辞 書 と地 理 書 の

関 係 をみ るた め,「 行 星 」 の よ う に,一 部 辞 書 に もあ った 語 も出 して あ る。

モ ウ 備 メ 全 博 説 智 六 聯 問 ロ ド

定星

行星 0

　

　●

0

0

●

● ●
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モ ウ 備 メ 全 博 説 智 六 聯 問 ロ ド

軌道

午線

経度

海峡

海股

。 土腰

山嶺

氷田

気候

貿易風

熱帯常風

信風

太平洋

モ:

考』

(lass),

略』

0

0

○0

0

0

0

0

0・0

00

0

0

0

00

モ リ ソ ン中 国 語 辞 典 英 華 の 部(1822),

(1847),メ:

説:『 地 球 説 略 』

(1862),問:

ル 『英 華 華 林 韻 府』

0

0

0

　

　

●

●

●

●

●

●

●

●

●

　

　

●

●

○ 一 海 ○ ○ ム

ウ:ウ イ リ ア ム ス英 華 韻 府 歴 階(1844),備:『 地 理 備

メ ドハ ー ス ト英 華 辞 典(1847-48),全:『 地 理 全 志 』(1853-54),博:『 博 物 新 編 』

(1856),智:『 智 環 啓 蒙 』(1856),六:『 六 合叢 談 』(1857),聯:『 聯 邦 志

『地 理 問 答 条 略 』(1865)
,ロ:ロ ブ シ ャ イ ト英 華 字 典(1866-69),ド:ド ー リ ト

(1872)

先 行 す る 洋 学 書 の う ち,と りわ け 影 響 の 強 い の は ミュ ア ヘ ッ ドの 『地 理 全 志 』 で,ロ ブ シ

ャ イ トは 以 下 の語 を 『地 理 全 志』 か ら とっ た と考 え られ る15)。

定 星 〈恒 星〉 軌 道 午 線 海 峡 山 嶺 氷 田 〈氷 河 〉 大 平 洋

〈南 北 極 圏 〉 の 「極 図 線 南 北 寒 道 」 の う ち 「南 北 寒 道 」 も 『地 理 全 志 』 の 「北 寒線 」 「南

寒 線 」 を受 け た もの で あ ろ う。 「太 平 洋 」 につ い て い う と,ロ ブ シ ャイ トの英 華 字 典 の方 に は,

pacific平 洋ocean(thePacificOcean)大 平 洋

だ け が 出 て い て,「 太 平 洋 」 とな るの は華 英 字 典(1871)に お い て で あ る 。 も っ と も 「大 」

は 「太」 と通用 す る の だ が16)。

海 股 〈湾〉 土 腰 〈地 峡 〉

の よ うな語 は,『 地 理 問 答 』 だ けで な く福 沢 諭 吉 が 振 りが な をつ け た 子 卿 の 『増 訂 華 英 通 語』

(1860,原 本 序 は1855)に もみ え,当 時 の 中 国 人 の 間 で通 用 した 訳 語 で あ っ た の だ ろ う。 こ

れ らは の ち に 日本 語 に駆 逐 され る まで 中 国洋 学 書 で用 い られ た17)。

〈回 帰 線 〉 の 意 味 の 「熱 帯 北 限 」 「熱 帯 南 限」 は ロ ブ シ ャ イ トの造 語 と考 え られ るが,こ の

語 は ドー リ トル の 『英 華 葦 林 韻 府 』(1872)のpartIや 商 務 印 書 館 『華 英 音 韻 字 典 集 成 』(1902)

に あ げ られ た だ け で後 世 に は ほ とん ど影 響 をあ た え なか っ た。 〈回 帰 線 〉 に あ た る ドイ ツ語
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はWendekreis,Wendeは 「ター ン」,kreisは 「円」,し たが っ て,ド イ ツ語 か らの 直 訳 と

も思 わ れ な い18)。 「熱 帯 常 風 」 につ い て は 南 とで も述 べ るが,こ れ も ロ ブ シ ャ イ トの造 語 で

あ る。

と こ ろで 残 りの 語 の う ち,「半 島」は ロ ブ シ ャ イ トに先 行 す る 日本 側 資 料,文 久2年(1862)

の 堀 達 之 助 『英 和 対 訳 袖 珍 辞 書 』 に現 れ る。 こ れ をつ ぎに検 討 しよ う。

3初 期 ・後 期 洋 学 書 に な い も の

3・1ロ ブ シ ャイ トの 「半 島 」 は ど こか ら来 た か

ロ ブ シ ャ イ トの 〈半 島〉 の訳 語 は メ ドハ ー ス トの影 響 を受 け て い る 。

peninsula

メ ドハ ー ス ト 連 地 之 島 有 頸 之洲 水 流 未 周 之 與

ロブ シ ャイ ト 連 洲 之 地 連 洲 之 島 半 島 水 不 全 周 之 島

そ して この 中 で は 「半 島 」 だ け が 異 質 にみ え る 。 しか も,そ れ が 文 久2年(1862)に 刊 行

され た 日本 の 辞 書 に も出 て い る とい う こ とは ど うい う こ とか 。 森 岡1969,p.42に よ れ ば,

堀 の 辞 書 の 訳 語 の6割 強 は 蘭 学 の 伝 統 か ら きて い る とい う。 は た して,佐 藤1983,p.248に

よれ ば,「 半 島」 は江 戸 の 地理 学 者,山 村 才 助 の 『訂 正 増 訳 采 覧異 言 』(1802ご ろ)に 現 れ る

とい う。 佐 藤 には 該 当 箇 所 を引 い てい ない の で,青 史 社 影 印 本 で そ の 箇 所 を さが しみ る と,

デ ンマ ー クの ユ トラ ン ド半 島 につ い てふ れ た とこ ろ に 「半 島 」 が 出 て くる。

和 蘭 語 二法 児 弗 厄 乙 蘭 土(ハ ル フ ・エ イ ラ ン ド)ト 云 コ レ半 島 ト云 ル義 ニ シテ 三 面 海 二

臨 ミ ー一面 大 陸 二連 ナ ル ノ地 ヲ称 ス ル ノ言 ナ リ

以 下,『 袖 珍 辞 書』 まで の 流 れ をあ げ て お こ う。

口 青 地 林 宗 『輿 地 志 』 首 巻(1827)

陸 地 ノー端 海 ニ ツキ 出 三面 水 二 囲 ル ヲ半 島 トシ … …

口 小 関 三 英 『新 撰 地 誌 』・渡辺 畢 山 『新 釈 輿 地 図説 』(天 保9・1836)

(巻2-12ウ)

[シ キ ー ルエ イ ラ ン ド]半 島 は三 方 海 を環 シー 方[ハ ス トラ ン ド]に 接 す る地 を云

口 桂 川 甫 周 『和 蘭 字 彙 』(安 政2-5・1855-58)

eilandDenhalfeiland.schiereiland半 嶋 三 方 二 海 ヲ ウケ タル 国

halfeiland半 嶋 三 方 二 海 ヲ請 テ居 ル国

「半 島」 が 蘭 学 の 伝 統 の 中 で 継 承 さ れ て きた こ と は明 か で あ る19)。 で は この 語 が ロ ブ シ ャ

イ ト字 典 に もあ るの は なぜ か 。 両 者 が 別 々 に同 じ語 を偶 然 つ くっ たの か 。 あ るい は,ロ ブ シ

ャ イ トが こ う した蘭 学 資 料 の どれ か を偶 然 目 に し採 用 したの か 。 も し,両 者 が 期 せ ず して 同

じ もの をつ くっ た と した ら,こ れ は訳 語 研 究 史 上 興 味 あ る例 と な る し,か りに後 者 の 推 理 が

正 しい とす れ ば,ロ ブ シ ャイ トの訳 語 の来 源 を再 検 討 しな け れ ば な らな くな る。
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筆 者 は 最 初 ロブ シ ャ イ トは独 自に こ の語 をつ くっ た と考 え,1996年12月 に愛 知 大 学 で 開 か

れ た第3回 近代 中 国 語研 究 会 の 席 に お い て こ の こ とを報 告 した。 なぜ な ら,ロ ブ シ ャ イ トの

母 語 で あ る ドイ ツ語 で も 〈半 島〉 はHalbinsel(半 分 の 島)と い うか らで あ る。 と ころ が,

ロ ブ シ ャ イ トの 字 典 と堀 の 辞 書 に 「半 島 」 が あ る こ とは那 須 雅 之 も同 じこ ろ気 づ い て い て,

同 じ会 で那 須 は,ロ ブ シ ャ イ トが ペ リー に と もな っ て1854年 に訪 日 した際,ア メ リ カ側 通 訳

と して 日本 側 通 訳 で あ る堀 達 之 助 と接 触 し(1855年2月),堀 に メ ドハ ー ス トの 英 漢 辞 書 を

。送 っ た こ と,ま た1862年 に再 来 日 した と きに は堀 の 『英 和 対訳 袖 珍 辞 書 』 を購 入 した可 能 性

が あ る こ と を報 告 した 。 そ の 後 那 須 は,も と も と そ の 所 在 が 知 ら れ て い た ア メ リ カ の

Lehigh大 学 に赴 き,ロ ブ シ ャイ トの 自筆 書 き入 れ の あ る 『英 和 対 訳 袖 珍 辞 書』 を確 認 した

とい う20)。 したが って,ロ ブ シ ャ イ トが堀 の辞 書 を もって い た こ とは 明 か で あ り,今 後 あ る

訳 語 が ロ ブ シ ャ イ トにあ るか ら とい っ て,た だ ち に 中国 製 漢 語 と はい え な くな って きた 。 し

か し,だ か ら とい っ て,「 ロ ブ シ ャ イ トの く英 華 字 典 〉 を近 代 日本 語 にお け る訳 語 成 立 の 資

料 と して 扱 っ た研 究 論 文 は お そ ら く抜 本 的 再 考 を免 れ な い」(那 須 上 記 研 究 会 レジ メ)か ど

うか は,那 須 の い うよ う に,ロ ブ シ ャ イ トの 訳 語 と堀 の訳 語 の全 面 的 な対 照 が な され ない か

ぎ り簡 単 に は い え な い。 ま た,か りにそ の よ う な影 響 が あ っ た と して も,堀 の辞 書 が そ の 後

の 中 国 洋 学 史 に まで 影響 を あ た え て い るか ど うか は,中 国 洋学 史 に お け る ロ ブ シ ャイ ト字 典

の 位 置 につ い て 検 討 す る まで な ん と もい え な い。 と もか く,こ こで は ロブ シ ャ イ ト字 典 に対

す る堀 の 辞 書 の 影 響 を,両 者 の 地理 学 用 語 の対 比 を通 して み て み る こ と に した い 。

3・2ロ ブシャイ トと堀の訳語

以下は主な地理学用語について両者の訳語を対照 したものである。下線は両者にあるもの

の,メ ドハース トあるいはそれ以前にすでに存在 したもの,◎ は両者にのみ存在するものを

示す。

〈ロブ シ ャ イ ト〉 〈堀達之助〉

antarcticpole

archipelago

arcticpole

avalanche

beach

breeze

cape

channel

南極

群島

北極

◎雪崩

海辺 海岸 海瀕 海濱

微風 柔風 軽風

山頭 山噛 岬

海峡 窄海

(大英)海 腰

海涯

南極

多島海

北極

雪崩

海労 濱 海岸 堤 渚

軟風

外套ノ襟又岬

海峡 溝 川

浅瀬中ノ深 ミ



climate

coast

continent

desert

equater

equinoctial

glacier

hemisphere

horizon

isthmus

latitude

lava

longitude

map

meridian

monsoon

ocean

orbit

oxygen

parallel

peninsula

pla孟n

planet

ridge

satellite

seabreeze

strait

trade-wind

volcano

0
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〈ロ ブ シ ャ イ ト〉

水土 地気 天気

風土 風気 気候

海辺 海労 海濱 海岸

洲

荒野 沙漠

赤道 地球中線

◎昼夜平分線

氷田 山上氷田

半球

天涯 眼界 天涯 天辺 天際

腰 土腰

広 緯度 緯線

温石 榮壷所出之石

経度 経線

図 地図

正午線 正午度 午線 経度 経線

子午圏

時風

洋 大洋 洋海

纏次 纏道 軌 軌道

養気

平行之線 緯線

連洲之地 連洲之島

◎半島水不全周之島

平地 平原 原 坦

行星

山脊 岡 醐 嶺

陪星 陪球 従星

海風 海気

海峡 海狭

熱帯常風

焚毫 火山

〈堀達之助〉

気帯 気候

海辺 濱 海岸

陸地 大原 洲

荒地 沙漠 功

赤道

昼夜平分線

氷山

半球

地平

地峡

広ガリ 幅 緯度

噴火山ヨリ出ル石ノ類

長サ 経度

地図

日中 午時 子午線 最頂天

定リ風

大洋

曜星 惑ノ運転スル圏 小円体

酸素

平行線

半島

平地 平野 戦場

惑星

山脊 高サ 顛

衛星(峯 星)

海風

直ナル 狭キ 六ケ敷キ

定 リノ風(時 ト所ニヨリテ)

火山
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「南 極 」 「北 極」 「赤 道 」 「半球 」 等 両者 で用 語 が一 致 す る もの の 多 くは ロ ブ シ ャ イ ト以 前 に

存 在 して い る もの で あ り,那 須 が 前述 の研 究 会 で 「半 島」 と と もに あ げ た 「海 峡 」 も,実 は

3で み た よ うに ロブ シ ャ イ トに先 行 す る洋 学 書 にす で に出 て い た。の ちに 日中 共通 に な る 「氷

山」 「地 峡 」 「衛 星 」 につ い て は ロ ブ シ ャ イ トは 関心 をは らっ て い な い。 こ れ は む しろか れ が

先 行 す る 洋 学 書 の 影 響 を よ り強 く受 け て い た こ とを もの が た る もの で,「 半 島 」 が 採 用 され

た の は,こ の 語 の 語 構 造 が ま さ に ドイ ツ語 の そ れ に 一致 して い た か らで あ る21)。

4ロ ブ シ ャ イ ト字 典 の 訳 語 の 位 置 づ け

地 理 学 用 語 を 中心 にで は あ るが,最 後 に 日 中近代 語 彙 史 にお け る ロブ シ ャ イ ト字 典 の訳 語

の位 置 に つ い て ま とめ てお きた い。

(1)「 熱 帯 」 の 例 で み た よ う に,ロ ブ シ ャ イ トは 初 期 洋 学 書 の語 彙 を,む しろ先 行 す る後

期 洋 学書 を通 して学 ん だ。 したが っ て,日 本 語 にお け る ロ ブ シ ャ イ トの 訳 語 の 影響 も,専 門

用 語 に つ い て は,こ れ に先 行 す る後 期 洋 学 書(と りわ けそ れ らの 和 刻 本)と の 関 係 で考 え て

み る必 要 が あ る22)。

(2)3・2で み た よ う に,堀 の 辞 書 の 影 響 は大 き くない と はい え,「 ロ ブ シ ャ イ トに出 て い

れ ば 中 国 製 漢 語 」 とい う前 提 は 一応 疑 っ て か か らな くて は な らな くな っ た。 ロ ブ シ ャ イ トの

訳 語 は先 行 辞 書 の 影 響,と りわ け メ ドハ ー ス トの影 響 を強 く受 け て い るが,遠 藤1995に よれ

ば,堀 達 之 助 も メ ドハ ー ス トの 辞 書 の 影 響 を受 け て い る か ら,ロ ブ シ ャイ トの訳 語 が 堀 の 訳

語 と一 致 してい る場 合 も,メ ドハ ー ス トまで さか の ぼ っ て検 討 す る必 要が あ る。

(3)「 腰/土 腰 〈地 峡 〉」 や 「海 腰 〈海 峡〉」 そ れ に 「淡 気 〈炭 素 〉」 「養 気 〈酸 素 〉」(以 上

二 つ は 『博 物 新 編 』)「行 星 〈惑 星 〉」 の よ う に,ロ ブ シ ャ イ トは 当 時 の 中 国洋 学 書 に使 わ れ

て い た訳 語 をか な り掌 握 してい た。 しか し一 方 で 訳 語 を選択 す る の に,か れ な りの基 準 を も

っ て い た。 「半 島 」 を選択 した の は ドイ ッ語 の影 響 で あ る こ とを先 に述 べ たが,「 貿 易 風 」 に

つ い て も,か れが 影 響 を受 け た 『地 理 全 志 』 にす で に出 て い る に もか か わ らず,か れ は む し

ろ 「熱 帯 常 風 」 とい うこ とば をつ くっ た23)。そ れ は ドイッ語 のpassatが 本 来 「貿 易」 や 「交

易」 とは な ん らつ なが りが な か っ たか らで あ る24)。

も うひ とつ例 を あ げ よ う。 先 に沈 国威 が ロ ブ シ ャ イ トの 限 界 の 例 と して,ロ ブ シ ャ イ ト字

典 に お け る 「化 学 」 とい うこ とば の未 使 用 を指 摘 してい る こ と をあ げ た。 しか し,ロ ブ シ ャ

イ トは 『漢 英 字典 』(1871)の 序 文 で,「 化 学 」 とい う語 を わ ざ わ ざあ げ,こ の 語 は 「中 世 の

錬 金術 を連 想 させ よ くな い か ら と らな い」 とま で明 言 して い るの で あ る25)。八 耳 俊 文 に よれ

ば 「化 学 」 とい う こ とば は,1850年 代 後 半,王 輻 や ワ イ リー等 上 海 宣 教 師 グ ル ー プ に よ って

物 の 質 を変 化 させ る 「変 化 之 学 」 と して提 起 され た 名称 だ が26),ロ ブ シ ャ イ トは,こ れ を錬

金 術 と結 びつ い た 「分 離 と合 成 の 学 」 と して の古 い 〈化 学 〉 と誤 解 して い た可 能 性 が あ る。
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なんにしても,か れが意識的に訳語を選択 していたという証拠にはなるであろう。

注

1)原 著 は,W.Lobscheid:EnglishandChineseDictionary,PartI-IV,1866-69,Hongkong,the

DailyPressOffice.東 京 美 華 書 院 か ら復 刻 版 が 出 て い る 。

2)森 岡1969,p.68-107.

3)永 嶋1970,p.115.

4)佐 藤1983,P.15.

5)i尤1994,p.187.

6)荒 川1997,p.27-29を 参 照 。

7)こ の経 過 につ い て は荒 川1997,p.29-30を 参照 。

8)リ ッチ の 『乾 坤 体 義 』(1605)に は,

其 地 甚熱,則 謂 熱 帯 近 日輪 故 也 此 二 処 地 倶 甚 冷,即 謂 寒 帯 遠 日輪 故 也

の よ うに,熟 したか た ちで 「熱 帯 」 「寒 帯 」 が 出 て い る 。 荒 川1997,p,44参 照 。

9)そ れ ぞ れ 中 国原 刊 本 を利 用 した。 『英 華 韻 府 歴 階 』(1844)早 稲 田大 学 図 書 館,『 地 理 備 考 』(1847)

東 京都 立 中央 図書 館 実 藤 文庫,『 地 理 全 志』(1854)宮 城 県 図 書館,『 博 物 新 編 』(1855)関 西 大 学 図

書 館,『 地 球 説 略 』(1856)愛 知 大学 図 書 館,『 智 環 啓 蒙 塾 課 初 歩』(1856)英 国 図書 館,『 六 合 叢 談 』

(1857-8)英 国 図 書 館,宮 城 県 図書 館,『 談 天』(1859)愛 知 大 学 図書 館,『 大 美 聯 邦 志 略 』(1862)

国 立 公 文書 館 内 閣文 庫

10)荒 川1997,P・55で は,可 能性 の 一 つ と して 『海 国 図 志 』 に引 か れ た リ ッチ た ち の著 作 の 影 響 と

い う こ と をあ げ た。1847年9月 のChinese、Repositoryに は 『図 志 』 の50巻 本 のbookreviewが 出

て い る。 また,注26)で も述 べ るが,レ ッ グ以 来 ロ ン ドン伝 道 会 の 宣教 師 の 中 国 人 ブ レイ ンで あ っ

た 王 翰 が か れ ら宣教 師 た ち の訳 語 の 創 造 にか か わ って い た 可 能性 も考 え られ る。

ll)「 地 理 」 は 『六 合叢 談』 巻1-1～8,13,2-2に 連 載 され た 。 「熱帯 」 等 の用 語 が 出 て くるの は

1-3で あ る 。

12)ロ ブ シ ャ イ トは 字 典 に先 行 す る 自著 『地 理 新 誌 』(1855)の 中 で も,「 熱 道 温 道 冷 道 」(「 人物

略 論 」 割 り注)と 「熱 道」 系 の用 語 を使 っ てい る。 なお 本 書 は ケ ンブ リ ッジ大 学 蔵 の もの(那 須 雅

之 氏 か ら コ ピー をい た だ い た)。

13)以 下 初 期 の 出拠 と考 え られ る もの をあ げ る。

リ ッチ 『坤輿 万 国 全 図』{1bO2):天 球,地 球,半 球,赤 道,南 極,南 極 圏,北 極,北 極 圏,地 平

線,子 午 線,経 線,緯 線,緯 度,島,『 乾 坤 体 義 』(1605):熱 帯,寒 帯,ア レニ 『職 方 外 紀 』

(1602):経 度,温 帯,熱 帯,海 峡,氷 山,大 洋,航 海,気 候,天 気,平 地,平 原,地 震,温 泉,

火 山,ブ ノ ワ 『地球 図 説』(1761):恒 星

14)ロ ブ シ ャ イ トが メ ドハ ー ス トの 影 響 を受 け て い る こ とに つ い て は,沈 国威1994,p.149に も言 及

が あ る。 また ロブ シ ャ イ トの字 書 で,時 に他 人 の訳 語 で あ る こ と を注 記 す る こ とが あ る が,そ の 中

で も メ ドハ ー ス トか らの 引 用 は トップ を 占 め て い る。 以 下,該 当 す る英 語 をあ げ る 。

Medhurst‐Capricorn,celery,clary,coriander,eruca,jalap,mastic,ornithology,pellitony,pul-

monary,ragwort,segmentす ぺ て メ ドハ ー ス トの英 華 辞 典 を引 い た もの 。 その 大 部 分 は植 物

名 で あ る。

Hobson-azote,nitorogen(淡 気),eye,jalap,morplia,pancreas,symphysis,magnesiaホ ブ ソ
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ンは宣教 医で もあ り,『全体新論』 『西医略論』等 中国語 による医学書があ ることで も有名で,

それを反 映 してか医学用語がめ だつ。最初の 「淡気」は 『博物 新編』(1855)に 出る ものである。

Bridgeman‐carbonaceous,meteorology,perch

R.Morrison-botany,ornithologyロ バー ト・モ リソンで引 かれてい るのはその中国語辞典 の

英華の部で,botanyで はモ リソンが引いた本草綱 目の部類がすべて引かれている。

Mac-gowan‐exile

J.Legge-elderレ ッグの注解Mencius(孟 子)か ら族 長の説明が 引かれている。

Williams‐chop

Wade‐tranship

Gutzlaff‐good-will

15)ロ ブシ ャイ トは 『地理新誌』の 「序」で,『 地理全志』等 の書 を読 んだ ことにふれ,自 分が今 こ

の著 を著すのはその不足 とす る ところを補 うためである と述べ てい る。 なお,「 午線」や 「海峡」

はマーケスの 『地理備考』 にも出て くるが,他 の用語 との関連で考 えると,直 接 には 『地理全志』

か ら来た と考 えるべ きで あろう。

16)ロ ブシ ャイ トが英華字典の4分 冊の 中で訳語 を変えているこ とを先 に指摘 したが,『英華』と 『漢

英』 での変化は 「太平洋」 くらいであ る。 ロブシャイ トの 『英華』が2000頁 を越 える巨冊であるの

に対 し,『漢英字典』 はわず か592頁 しか な く,五 帯の名称で も 「温帯」があ るのみである。『漢英』

の部 にはつ ぎの ような地理学用語が 出て くる。

海濱 平原 地理 図 土 星 地球 軌 道 山嶺 英 倫盆 州 〈continent>経 緯 度 行 星 定星

経 星 極 地 地 気 天 気 土 気 気 候 水 土 沙 漠 石 油 洲 〈eiland>西 洋 流 星 港 口

温泉 湾 螢壼 天球 地球 緯度 赤道 纏度<orbit>(星 辰)軌 道 海隅 〈bay>

17)中 国洋学書 におけ る地理学用 語の変遷 については荒川1997,7章 を参照 。

18)「 回帰線」 は和 製漢語 で,成 立 は17世 紀 にさかの ぼるが,日 本で も定 着はおそ く,中 国 に入るの

は20世 紀 に入ってか らの ことで ある。「回帰線」の 日本での誕生 か ら中国へ の伝播 については荒川

1997,2～4章 を参照。

19)福 沢諭吉 の 『増訂華英通語』(1860)に は 〈半 島〉 に 「土股」 とい う語 をあたえ,「 ハ ンシマ」 と

い うふ りがなをつ けている。あ るいは当時 この ような読 み方 もあったのか もしれない。

20)那 須1997,p.26。 ロブシャ イ トがペ リー につ いて きた とい うの は那須 の 『大 日本古文書』の読

み違いで,ロ ブシャイ トがつ いて きたの は,ペ リーが結 んだ神 奈川条約の批准書 を交換 にやって き

たア ダムス中佐 であった(『ペ ル リ提督 日本遠征記』 補章)。 アダムスは函館 に向か うペ リー一行 と

分かれ,太 平洋 を越 えワシ ン トンに向か い,条 約が議 会を通るのをまち,帰 路大西洋経由で 日本に

もどって きた。 ここか ら推理す れば,ロ ブシャイ トは香港でア ダムスに通訳 と して雇われた ことに

なる。

なお,ロ ブシャイ トが堀 に送った とおぼ しき辞書の うち漢英の方は,つ とに渡辺実 によって静岡

県立 中央図書館葵文庫にあるこ とが指摘 されていた(大 阪女子大学蔵 『日本英学資料解題』)。遠藤

智夫 は英学 史学 会の例会 において,堀 が 『英和対訳袖珍辞書』 をつ くる際,『和 蘭字彙』 以外 に利

用 したとされ る幻の英漢字典 を追い求め,堀 とメ ドハ ース トの英漢字典 の訳語 の比較 を進め るとと

もに,先 の葵文庫の漢英字典にある献辞 とサ インをほぼ解読 し,そ れがロブ シャイ トか ら堀 に送 ら

れた ものであ る ことをつ きとめて いた(日 本英学 史学 会第309回 例 会1996!116,同32回 全 国大会

1995110115,同315回 例会19961716レ ジ メ,な らびに遠藤1996)。 那須雅之 はこれを検証 し一部訂正

を行 うとともに,函 館 図書館 にお もむき,堀 の印のある英漢字典 を発見,さ らに堀 孝彦(名 古屋学

院大学)に よって発 見されていたアメリカ,ペ ンシルバニアの レーハ イ大学にあ る 『袖珍辞書』が

ロ ブシャイ トの手沢本 である ことを現 地調 査 によって確 認 した とい う(第3回 近代 中国語研究 会
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1996/12/15,な ら び に那 須1996,1997)。

21)堀 の 辞 書 との 関係 で は 「雪 崩」 「昼夜 平分 線 」 も疑 っ て み る必 要 が あ る。 「雪 崩 」 は,諸 橋 『大 漢

和 辞 典』 や 中 国 の 『漢 語 大 詞典 』 に用 例 が な く,一 一方 江 戸 期 の 主 要 な節 用 集 の 類 に もみ え な い もの

で あ る し,「 昼 夜 平分 線 」 もロ ブ シ ャイ ト以 前 の 中 国洋 学 書 に出 て こ な い。 なお,節 用 集 の検 索 に は,

亀 井 孝 他 『五 本 対 照 改 編 節 用 集』,中 田 祝 夫 『古 本節 用 集 六 種研 究 並 び に総 合 索 引 』,『書 言 字 考 節

用 集 研 究 並 索 引』 を利 用 した 。

22)た と えば 『地理 全志 』の 和 刻 本 は 安 政5,6年(1858-59),『 智 環 啓 蒙 塾 課 初歩 』は慶 応2年(1865),

『六 合 叢 談 』 は文 久 年 間
,『 談 天 』 『大 美 聯 邦 志 略 』 は 文 久 元 年(1861)で,い ず れ もロ ブ シ ャ イ ト

・ 字 典 に先 行 す る 。

23)〈 貿 易 風 〉 の 語 史 につ い て は 荒 川1997,6章 を参照 。 『博 物 新 編 』(1855)に は 「恒 信 風(貿 易 風

は俗 称)」 と出 て い る 。 ロブ シ ャイ トが 『地 理新 志 』(1855)で 使 っ た 「冷 道 」 はホ ブ ソ ンの 『博 物

新 編 』 に も出 て い た もの で あ る 。 墨 海 書館 の 『博 物 新編 』 の刊 年 は1855年 で あ るが,英 国 図 書館 に

は1854年 を明 記 す る 『博 物 新 編 三 集』 が存 在 し,そ の 二集 の初 版 た る 『天 文 略 論 』 は1849年 に 出 て

い る。 ホ ブ ソ ンの 著 もみ て い た とい うべ きで あ ろ う。

24)江 戸 日本 の蘭 学 で も,paassat(貿 易 風)に は 「定 向 ノ風 」 「定 リ(ノ)風 」 の よ うな訳 語 しか 出 て

こ な い。 荒 川1997,6章 を参 照 。

25)Otherterms,suchas化 学whichhasbeenusedforChemistry,havebeenomittedonthesimple

groundthatChemistryisnotadoctorinoftransformationandthatourpresentstateofscience

forbidsustomakeuseofthetermsofthealchymisitsofadarkerage.(『 漢 英』 の 序 文 に 「化 学 」

が 出 て い る こ とは那 須 雅 之 氏 か らの 教 示 に よ る)な お,Masini1993,p.52(中 訳 本p.59>に も,

西 洋 人 た ちが当初 「化 学 」 を使 う こと をため らった例 と して ロ ブシ ャイ トの上記 の 序が 紹介 され て いる。

26)八 耳1996,p,70-81。 「化 学 」 の 初 出 に つ い て は科 学 史 の分 野 で 長 く論 争 が あ り,こ れ ま で は 『六

合叢 談 』(1857)を 初 出 とす るの が 定 説 で あ った(坂 出1970)。 こ れ を 『格 物 探 原 』 とす るの は,そ

の 出版 年 を1856年 とす る播 吉 星 らの 説 に も とつ くもの で あ る が,『 格 物探 原』が も と も と 『教 会 新 報 』

に1872年 か ら74年 にか けて 連 載 され た こ と を考 え る と こ の説 は な りた た な くな る(劉 広 定1991)。

八 耳1995に あ げ る英 国 図 書 館,日 本 国 会 図 書 館 等 に 蔵 す る 『格 物 探 原 』 はす べ て光 緒2年(1876)

が 初版 とな っ て い る。 筆 者 が 蔵 す る もの も光 緒2年 版 で あ る。
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[付記]本 稿 は1997年 度の国語 学会全国大会(1997/10/11山 形大学)で 発表 した レジメ を大幅 に改稿

したものであ る。 レジメの執筆は荒川1997の 校正の時期 と重な っていたため,荒 川1997の 一草稿以後新

たに得 た知見 を著書の方に入れ ることにな って しまった。そのため,レ ジメ自身は内容 をロブ シャイ

トに しぼ ったものの,資 料的には重な る部分が多 く出,こ の レジメをさらに原稿化す る予定 は当初な

か った。 しか し,国 語学界 におけ るロブシャイ トの位置 を問い直すの も意義 がある と考 え,学 会発表

後 さらに調査 を行い,荒 川1997を 一部訂正す る意味で書いたのが本稿である。学 会発 表前後 に質問,

コメ ン トや励 ま しをい ただいた徳川宗賢,田 中章夫,野 村雅 昭,梶 原滉 太郎,遠 藤智 夫,宮 田和子

氏 らにこの場 を借 りてお礼 申 し上げたい。

Abstract

AccordingtoLiuZhengtan劉 正 啖eta1.(eds.),Hanyuwailaicicidian漢 語 外 来 詞 詞 典,the

geographicaltermredai熱 帯(`tropics')isofJapaneseorigin.ButifitisaJapaneseloanword,it

wouldmorelikelyhavebeenrenderedasshudai暑 帯,andtheuseofthecharacterre熱suggests

thatthistermoriginatedinalanguage,suchasChinese,thatusesthischaracteralsowithrefer-

encetoclimate.Asafirststepinsubstantiatingthesesuspicionsofmine,Iascertainedthefact

thatthetermredaiisfoundinLobscheid'sEnglishandChineseDictionary(1866-69}.Next,Ire-

tracedthetraditionsofChinese"Westernlearning"thatwerereflectedinLobscheid'sdictionary

andpointedoutthatthesametermappearsinembryonicformintheKunyuwanguoguantu坤 輿

万 国 全 図(1602)bytheJesuitmissionaryMatteoRicci.(Asacompound,redaiappearsforthe

firsttimeinRicci's()iankuntiyi乾 坤 体 義.)ButthereremainedthequestionofwhetherLobs-

cheiddidinfactdrawdirectlyontheachievementsofRicciandhisassociates.Inthepresentpap-

er,againfocussingongeographicalterminology,IwishtoconsiderthesourcesofChineseequiva-

lentsinLobscheid'sdictionary.

Thetermbandao半 島(J.hant6)apPearsnotonlyinLobscheid'sdictionarybutalsoinA

PocketDictionary(ガ ∫加EnglisFiandJapaneseLanguage(1862)compiledbyHoriTatsunosuke堀

達 之 助,andithasbeenshownbyEndoTomoo遠 藤 智 ・夫andNasuMasayuki那 須 雅 之thatLobs-

cheidhadcontactwithHori.IfitshouldprovetobethecasethatLobscheiddidconsultHari's

dictionaryandadoptsomeofitsequivalents,thiswouldoverturnthewidelyheldviewthatail

ChinesecompoundsinLobscheid'sdictionaryareofChineseorigin.Ithereforewishtoexamine

thedegreetowhichLobscheid'sdictionarywasinfluencedbyAPocketDictionaryoftheEnglish

andJapaneseLanguage,andatthesametimeIshallalsoconsiderwhyLobscheiddidnatuse

somealreadyexistingtermssuchashuiguixian回1希 線(`tropics'),maoyifeng貿 易 風(`trade

wind'),andhuaxue化 学(`chemistry').


